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印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 744人 
	

世 帯 数 	14. 636 

	

53, 189人 
	

女 27, 445人 
	

（昭和56年11月1日現在）住民基本台帳から 

初冬 の ド 力 雪 に 

農 道 を 除 雪 

11月上旬としては記録的なドカ雪に見舞われた津軽 をヤキモキさせました。 

地方では、りんご樹の枝折れや乾燥中の稲が雪をかぶ 	このため市では、農家の要請によって農道の除雪を 

るなど、思わぬ被害を受けました。 	 初めて実施。11月12, 13の両日にわたり、七和、長橋、 

とくに山間地のりんご園では、取り入れ直前のふじ 松島の倍β、長富地区で14路線、延べ43キロにわたっ 

が雪をかぶり、野積みしたりんごを運び出せず生産者 て除雪をしました。（写真=11月13日、長富入り口で） 
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昨
年
十
月
か
ら
総
工
費
六
千
 
が

完
成
し
、
十
一
月
九
日
、
セ

八
十
七
万
円
で
工
事
を
進
め
て
 
ン

タ
ー
に
寺
田
市
長
を
は
じ
め

い
た
「
防
雪
セ
ン
タ
ー
飯
詰
」
 
工
事

関
係
者
、
来
賓
、
地
元
住
 

今
年

一
月
か

ら
総
工
費
一
億

一
千
三
百
三
十

四
万
円
で
神
山

に
建
設
し
て
い

た
、
 
「
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
長

橋
」
が
完
成
し
、
 

十

一
月
十
日
、
 

寺
田
市
長
を
は

じ
め
工
事
関
係

者
、
来
賓
、
住

民
な
ど
百
二
十

人
が
出
席
し
て

落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
構

造
改
善
セ
ン
タ
 

ー
は
、
五
千
六

十
八

・
二
六
平

方

M
の
敷
地
に

建
て
面
積
六
百
 

民
な
ど
百
二
十
人
が
出
席
し
て
 

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
「
防
雪
セ
ン
タ
ー
」
 
 

五
十
四

・
四
四
平
方

M
（床
面

積
六
百
二
十
・
七
七
平
方
屑
）
 

の
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
で
す
。
 

結
婚
披
露
宴
が
で
き
る
百
畳

敷
き
の
大
広
間
の
ほ
か
、
調
理

室
、
事
務
室
、
水
屋
、
洋

・
和

室
の
研
修
室
三
室
と
、
ホ
ー
ル
、
 

プ
レ
イ
ル
ー
ム
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
す
で

に
市
役
所
長
橋
支
所
が
移
転
、
 

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「住
民
自
」ら
が
で
き
る
こ
と
は

互
い
に
協
力
し
合
い
、
健
康
で

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
や
っ

て
ほ
し
い
」
 
と
式
辞
を述
べ
、
 

石
岡
住
民
協
議
会
長
が
、
「
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
住

民
協
議
会
の
事
業
を
強
力
に
進

め
て
い
き
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
 

完
成
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

は
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
建
設
し
て
い
た
も
の
で

実
質
は
飯
詰
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
で
す
。
 

千
六
百
七
十
八

・
五
二
平
方
 

M
の
敷
地
に
、
床
面
積
四
百
九

十
二
平
方
H
の
鉄
骨
造
り
二
階

建
て
で
、
一
階
が
重
機
格
納
庫
、
 

事
務
室
、

ロ
ビ
ー
な
ど
、
二
階
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
五
所

川
原
市
及
び
、
五
所
川
原
地

区
消
防
事
務
組
合
五
所
川
原

消
防
署
の
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

ロ
受
験
申
込
書
受
付
期
間

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
七

日
（
月
）
か
ら
昭
和
五
十
六

年
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）
 

ま
で
。
 

ロ
第
一
次
試
験
日
 

昭
和
五
十
七
年
二
月
七

日
（
日
）
 

ロ
試
験
職
種
及
び
採
用

人
員
 

初
級
行
政
職
 
．

二
人

初
級
土
木
 
一
人

福
祉
指
導
 
一
人

消
防
職
 
七
人

ロ
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
七
年
九

月
一

日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
」
一

月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
昭
和
五
十
六
年
十
月

一
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。
 

〇
初
級
行
政
職
、
初
級
土

木
、
福
祉
指
導
、
消
防
職
・
・
・

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
 

（昭
和
五
十
七
年
三
月
卒
業

見
込
み
の
方
を
含
む
）
、ま
た

は
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
が
あ
る
方
。
 

な
お
、
「福
祉
指
導
」
「
消
防
 

職
」
 
は
、こ
の
ほ
か
に
次
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
 

「福
祉
指
導
」
は
、
社
会
福

祉
主
事
の
資
格
を
有
す
る
方
、
 

ま
た
は
昭
和
五
十
七
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
に
、
そ
の
資
格
を

有
す
る
見
込
み
の
あ
る
方
。
 

「
消
防職
」
は
、
⑦
身
体
が

健
全
で
、
四
肢
関
節
に
障
害
等
 

の
異
常
が
な
く
、
諸
機
能
が

正
常
で
、
身
長
が
お
お
む
ね

百
六
十
竺
冒
以
上
あ
る
こ
と
。
 

①
言
語
明
瞭
で
、
十
分
発

声
で
き
る
こ
と
。
 

⑦
両
眼
と
も
裸
眼
で
〇
・

二
以
上
で
、
色
神
が
正
常
な

一」
と
。
 

O
普
通
免
許
、
ま
た
は
大

型
免
許
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
昭
和
五
十
七
年
」
一

月
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
先
 

詳
し
く
は
、
左
記

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

〇
市
職
員
関
係
 

市
職
員
課
職
員
係
（

廿
⑩

一
一
一
一
番
・
内
線
三
一
一
 

ー
三
一
三
番
）
 

〇
消
防
署
職
員
関
係
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合

・
消
防
本
部
総
務
係
（

廿
⑩

四
三
八
二
番
）
 

住
所
は
、
と
も
に
五
所
川
原

市
字
岩
木
町
一
二
番
地
で

す
。
 

《
‘
い
“

x
‘×
‘×
‘，
 

昭和56年（1981年）12月 1日 	 広報ごしょがわら (5O8i) ブ、 

「構造改善センター長橋」が 
完成 一地域づくりの拠点に一 

「
防
雪
セ
ン
タ
ー
飯
詰
」
完
成
 

生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
 

誓
」
昼
匡
咲
壕
蜜
一
施
」
購誕
妻
彦
 

r
 



市
県
民
税
 
四

期

市
税
を
ま
だ
納
め
て
い
な

い
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
＋

二
月
は
市
税
の
納
期
限
最
後

の
月
で
す
。
市
で
は
年
内
完

納
、
滞
納
整
理
の
た
め
市
税

完
納
運
動
を
強
力
に
展
開
中
 

給
与
支
払
者
が
特
別
徴
収
義

務
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場

合
に
は
個
人
の
市
県
民
税
納

税
義
務
者
（
給
与
所
得
者
）
 

の
月
割
額
を
給
与
の
支
払
い

を
す
る
際
毎
月
徴
収
し
、
月

割
額
を
徴
収
し
た
月
の
翌
月

十
日
ま
で
に
納
入
書
に
よ
っ
 

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
納
税
義
務
者
が
給

与
の
支
払
い
を
受
け
な
く
な
 

っ
た
こ
と
等
に
よ
り
普
通
徴

収
へ
切
り
替
え
し
た
場
合
に

は
、
特
別
徴
収
で
徴
収
さ
れ

た
残
額
は
普
通
徴
収
の
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
内
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
特
別
徴
収
、
切
り
替
え
し

た
普
通
徴
収
の
市
県
民
税
の

納
付
も
れ
や
滞
納
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
十
一
一

月
中
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

ク市
税
）
最
終
納
期
の

月
で
す
 

納
期
限
＋
二
月
ニ
十
八
日
 
で

す
。
 

国
民
健
康
保
険
税
 
四
期
 

ま
た
『
特
別
徴
収
』
は
、
 

納
税

は
年
内
完

納
を
ノ

・
 

広報ごしょがわら 	 昭和56年（1981年）12月I日 

が
結
婚
披
露
宴
も
で

き
る
百
一

畳
敷
き
の
大
広
間
が
あ
り
、
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
廊
下
で
接

続
し
て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「
語
ら
い
の
場
、
あ
る
い
は

明

日
の
飯
詰
地
区
の
発

展
に

つ
な

が
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
、

・

自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
励
ん
で

ほ
し
い
」
 
と
式
辞
を述
べ
、
飯

塚
平
次
住
民
協
議
会
長
が
、
「
セ

ン
タ
ー
の
完
成
を
機
に
、
う
る

お
い
と
ま
と
ま
り
の
あ
る

地
域

社
会
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
完
成
を
祝
い
合

い
ま
し
た
。
 

園■園園■図園 

ロとき 昭和57年 1月1日（金）午前11 

時から 

ロところ 市民文化会館 

ロ会 費 1,200円（申し込みと同時

に納入して下さい） 

ロ申込み締切り 12月18日（金）まで。 

ロ申込み先 市総務課・五所川原商工会

議所 

寝
た
き

り
老
人
を
短
期
委
託

保
護
 

市
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
で
寝

た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
疾
病
に
か
か
る
等
特
別
な
理

由
で
自
宅
に
お
け
る
介
護
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
 一
時
的
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
保
護
委
託
を
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
身
体
上
ま
た
は
精

神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。
 

ロ
費
用
 

般
世
帯
 
一
日
千
三
百
円
、
生
活
保
護
世
帯
 
無
料

ロ
委
託
施
設
 
特
別
議
護
老
人
ホ
ー
ム
「
青
山
荘
」
、
「あ
か
ね
荘
」
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 
市
福
祉
事
務
所

・
福
祉
係
（
廿
⑩
二
一
一

一

番

・
内
線
二

一
〇
番
）
 

③ (508号） 

在
宅
老
人
の
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
 

市
で
は
、
老
人
福
祉
対
策
の

一
環
と
し
て
、
脳
卒
中
後
遺
症

等
に
よ
り
身
体
機
能
に
支
障
の
 

あ
る
在
宅
老
人
に
対
し
、
必
要
 

な
訓
練
等
を
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
に
委
託
し
て
行
っ
て
お
り
 

ま
す
 

ロ
対
象
者
 

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
で
、
 
 

脳
卒
中
後
遺
症
で
身
体
機
能
に

支
障
が
あ
る
方
の
う
ち
、
通
い

に
よ
っ
て
訓
練
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
と
医
師
に
よ
っ
て
判
定

さ
れ
た
方
で
す
。
 

訓
練
回
数
は
、
週
一
回
以
上
 
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
費
用
 
無
料
 

ロ
訓
練
施
設
 
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

「
青
山
荘
」
 
（
五
所

川
原
市
大
字
金
山
字
盛
山
四
一
一
 

ー
八
）
 

ロ
お
申
し
込
み
及
び
お
問
い

合
わ
せ
 

市
福
祉
事
務
所

・
福
祉
係
（
 

胃
⑩
二

一
一
一
番

・
内
線
二
一

〇
番
）
 



広報ごしょが 昭和56年（1981年）12月 1日 

上半期 
市では、毎年 2 回にわたり、市の「財政状況」を公表しています。 

今回は、昭和56年度上半期の一般会計歳入・歳出予算執行状況及び

の執行状況などのあらましについてお知らせするものです。 

皆さんから負担していただいたお金が、どのように使われているカ

ていただき、市政に対する理解と協力をお願いするものです。 

地方自治法第 243条の 3 第 1 項及び五所川原市「財政状況」の

に関する条例第 2 条の規定により、昭和56年 9 月30日現在におけ

状況を公表します。 

昭和56年11月30日 二了、 
！、、 	ミ 

ミ、しに 

勿 勿 

（収入率） （支出率） 

552% 69
.  7% 26 46.  6%

55.  2% 
35.2% 	 24 

22 

20 - 25.1% 
18 

16 

14 

12 

10 

8 

土 教 

生 木 育 

歳 出 

支出済額 

42億5,210万円 

支出率 40. 1% 

1.12% 

27.2% 

46・4% 	 50.3% 

31.5% 42. 7% 

工 
債 生 防 

費 

費 費 費 他 

歳 入 

収入済額 

44億8,290万円 

収入率 42. 3% 

総
 

務
 

費 費 費 費 

I  
市
 

税
 

国
 
庫
 
支
 
出
 
金
 

ー
 

 
民
 

6
 4
 
2
 0
億
円
 

2% 

農

林
水

産
業
費
 

債
 

公 衛 公 衛 	商 

収
 

勿「m」m
m
m
m
m

m勿
m雛
勿
勿
 

勿
（m「mm「m
m勿
勿
勿
m
m
m
m」mm
mm
 地
 
方
 
交
 付
 
税
 

13.0% 13・1% 

53.3% 	38.1% 
47.0% 

勿  ’フ7コ1  

市
 

入 債 

県
 

支
 
出
 
金

分
担
金
及
び
負
担
金

使
用
料
及
び
手
数
料

地
方

譲
与

税
他
 

0.2% 

第

1
5回
定
期
演
奏
会

五
所
川
原
合
唱
団
 

第

1
5回歳
末
助
 

け
合
い
芸
能
祭
 

ロ
と
き
 
十
二
月
五
日
 

（土
）
午
後
六
時
三
十
分

か
」ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化

会
館
 

ロ
賛
助
出
演
 
五
所
川

原

マ
マ
コ
ー
ラ
ス
 

ロ
入
場
整
理
券
 

二
百

円
 な

お
、
入
場
整
理
券
の

売
上
金
は
、
そ
っ
く
り
市

の
慈
善
機
関
に
委
託
し
ま

す
。
 

み
ん
な
で
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
る
た
め
、
多
数

の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

工
藤
尚
造

・
野
呂
義
明

大
谷
百
合
子
一
行

ロ
と
き
 
十
二
月
六
日
 

（
日
）
午
前
十
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化

会
館
 

ロ
主
催
 
ち
ど
り
会

ロ
後
援
 
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
陸
奥
新
報
社
、
 

青
森
テ
レ
ビ

（
A
T
v
)
 

弱年度一般会計歳入歳出予算執行状況 
予算額 105億9,464万円 

（昭和56年 9 月30日現在） 



56 年度 

（昭和56年9 月 
30日現在） 

十
二
月
は
次
の
日
程
で

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
九
日
 

（
水）
、二
十
三
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
一
一

時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化

会
館
別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

五
所
川
原
市
市
民
相
談
室
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所

川
原
支
店
重
陽
会

（
寺
町
 

）
、稲
葉
忠
司

（緑
屋
呉
服

店
）
、阿
部
初
美
（
松
島
町
 

）
、三
上
勇
義
（
五
一
中
）
、
 

鳥
の
多

一
 
（大
町
）
、中
三

株
式
会
社
（
本
町
）
、沢
田

釣
具
店
（
上
平
井
町
）
、蒔

苗
三
郎
（
柏
原
町
）
、竹
内

道
園
（
木
造
町
）
 

（敬
称
略
）
 

交
通
事
故
巡
回
 

相
談
所
を
開
設
 

。
 

中
 

女
 。

‘

"
 

⑤ (508号） 

 

広報ごしょがわら 昭和56年（1981年）12月1日 

市税の負担状況 

都市計画税 
3, 953万円 

電気・ガス税 
5,659万円 

特別会言1の執行状況 

-~~ 

予 算 額 収入率 支出率 

国民健康保険事業勘定 25億 4, 838万円 36. 9% 32.0% 

長者森平和公園 
造 	成 	事 	業 

568万円 73.1% 27. 8% 

市立高等看護学院 4, 007万円 2.4% 37'9% 

下 水 道 事 業 14億 279万円 14. 0% 31.8% 

収入済額 

慌謹常鞠3億4.307万FI 

ノ／ー＼、、ノ 

固定資産税 
5 億 419カ「り 

ーー般会計現債高 

  

 

総額57億 6,230万円 
（昭和56年 9 月30日現在） 

  

全国自治協会2,535万円（0.4%) 
青森県信用農業協同組合連合会他 
6, 744万円（1.2%) 
中小企業退職金共済事業団 
2, 745万円（0.5%) 
青森県市町村職員共済組合 
4,425万111(0.8%) 
青森県 2億3,303万円（4.0% 

郵政省 
10億6,845万円（18. 5%) 

公営企業（農林漁業） 
金融公庫 
11億2,225万円（19.5%) 

青森銀行 
121.凱.322万円（21.l%) 

借入先別 目 的別 

(100%) 

	災害復旧債 
7,982万円（1.4%) 
労働債 
7,855万円（1.4%) 
消防債 
3,795万円（0.7%) 
民生債 
8,222万円（1.4%) 
衛生債 
1億7.230万円（3.0%) 

、 1億9,280万円（3.3%) 
一農林水産業債 

4 億5,3807i円（7一 9%) 

土 木 債 
33億1,468/i円（57. 5%) 



」
 

508月 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年）12月 1日 

市勤労青少年ホームでは、働く若人の仲間と楽しく話し合い、余 

暇ら文化・教養、スポーツ、レクリエーション等の活動など、ホー 

ム利用者相互の交流を図っております。 

ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 ①市内に住所、または勤務先を有する勤労青少年② 

満15歳以上、30歳までの方③以前に受講された方でも結構です。 

ロ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム（廿⑩3 6 0 2 番） 

ロ締切り 昭和57年1月 9 日 

ロ開講式 昭和57年 1月13日午後 6時30分 

（当日、各種教室の日程表を配付します） 

ロ受講時間 午後 6 時30分から 8 時30分まで 

毎週 教室名 人員 回数 サ―クル・クラブ’ サブ体育館利用日 

茶道 10 9 

火
  

陶芸 

絵画 

料理 

10 

5 
15 

1
  
0
 
9
 
9
 

 

紅葉会（茶道） 

少林寺拳法 
ぐ
 
『
 

、
 
、
 
ノ
 

パ
 
卓
 
ノ
 

球
 

水
  

煎茶 10 9
  

一
 
ス
 
師

タ
 
ン
 窯

ギ
ダ

泥

社
陶
 
刻

劃
 

木 
着付 

生花 l1 I 
金
  

アトリエ（絵画） 

ダンス（社交） 

まなぐ（写真） 

、
、
、
 

 
、
ノ
 
・

hー
 
 

"r
 
 
、
／
 

球
 

バ
 卓
 

土
  

吹奏楽 

テニス（軟・硬） 

ノくドミ ン トン 

図国国国園囲回闘国 

受講者募集の案内 

募 集 内 容 

※スキー教室は、昭和57年 2 月14日（日）です。 

わ
が
国
は
、
自
由
世
界
で
第

二
位
の
国
民
総
生
産
額
を
誇
る

と
同
時
に
、
高
消
費
国
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
排
出

さ
れ
る
膨
大
な
ご
み
の
量
を
み

て
も
明
ら
か
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
日
常
の
生
活

や
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
 
 

れ
る
ご
み
が
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
た
り
、
適
正
に
処
理
さ
れ

な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
生
活
が

汚
染
さ
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
 

健
康
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
「廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
を
 
 

は
じ
め
、
ご
み
を
適
正
に
処
理

す
る
た
め
の
種
々
の
法
令
等
が

制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
基
づ

い
て
、
国
、
県
、
市
町

村
、
事
業
者
、
あ
る
い
は
住
民

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
及
び
責

任
に
お

い
て
、
ご
み
を
処
理
す

る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ご
み
の
現
況
 

生
活
内
容
の
向
上
や

生
活
様

式
の
変
化
等
に
よ
り
、
ご
み
の

量
は
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
 

昭
和
五
十
五
年
度
の
五
所

川

原
市
に
お
け
る
一
般
ご
み
の
量
 
 

は
、
市
が
処
理
し
た
も
の
の
う

ち
、
家
庭
の
燃
え
る
ご
み
が
約

八
千
ト
ン
、
燃
え
な
い
ご
み
が

約
六
千
五
百
ト
ン
、
ま
た
事
業

者
等
が
市
の
処
理
施
設

へ
直
接

搬
入
し
た
も
の
が
約
一
万
二
千

五
百
ト
ン
で
、
合
わ
せ
る
と
年

間
約
二
万
七
千
ト

ン
の
膨
大
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ご
み
処
理
の
内
訳
は
、
家
庭

ご
み
の
五
五

・
二
％
が
焼
却
、
 

燃
え
な
い
ご
み
の
九
七

・
六
％

が
埋
立
て
、
直
接
搬
入
ご
み
の

七
三
・
六
％
が
埋
立
て
に
よ
り

そ
れ
ぞ

れ
処
理
さ
れ

て
い
ま
 
 

す
。
 

さ
ら
に
、
分
析
し
て
み
ま
す

と
、
 一
日
あ
た
り
約
七
十
四
ト

ン
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
て
お
り

一
人
一
日
あ
た
り
約
千
グ
ラ
ム

排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ご
み
を
四

ト
ン
収
集
車
で
換
算
す
る
と
、
 

一
日
あ
た
り
約
一
万
台
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
収
集
車
を

一
列

に
並
べ
る
と
約
六
十
七
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
と
な
り
、
五
所
川
原
市

か
ら
青
森
市
往
復
の
距
離
に
な

り
ま
す
。
 

心
配
・
困
り
ご
と
相
 

談
は
市
民
相
談
室
へ
 

市
庁
舎
正
面
玄
関
か
ら
一
一

階
に
の
ぼ
っ
て
左
側
に
市
民

相
談
室
を
常
時
開
設
し
て
い

ま
す
。
 

①
￥
父
通
事故
の
問
題
②
人

権
に
関
す
る
問
題
③
心
配
ご

と
の
相
談
④
役
所

の
仕
事
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
改
め
て

ほ
し
い
こ
と
、
離
婚
や
扶
養

に
関
す
る
家
庭
問
題
ー
な
ど

に
、
次
の
専
門
家
が
当
た
っ

て
お
り
ま
す
。
 

毎
週
水
曜
日
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
相
談
員
二
人
 

毎
週
金
曜
日
は
、
五
所
川
原

人
権
擁
護
委
員
一
人
 

毎
月
第
二
、
四
水
曜
日
は
、
 

県
交
通
事
故
相
談
所
員
一
人

場
所
 
市
民
文
化
会
館
別
館
 

（
旧
中
央
公
民
館
）
 

行
政
相
談
員

（坂
本
甚
作

氏
、
成
田
栄
一
氏
）
は
随
時

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

※
無
料
、
秘
密
を
守
り
ま
す
一
 

「
か
な
文
字
の
鑑
賞
」
 

市
 
民
 
講
 
座

ロ
と
き
 
十
二
月
十
二
日
 

（土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民

館
 ロ

講
師
 
山
内
一
次
（
梅

堂
）
氏
、
書
家
 

r
 



昭和56年（1981年）12月1日 ⑦ (508号） 	 広報ごしょがわら 

員
 

T
 

匡 

一
 

一
 

二一一JL > 

●
 

。
 

沫
m
田
．
 

年
金
の
は
ド
レ
 

その7⑥ 

子
ー
人
の
場
合
 

5
4
0
、
7
0
0
円
 

（月
額
4
5
、
0
5
8
円
）
 

子
2
人
の
場
合
 
6
0
0
、
7
0
0
円
 

（月
額
5
0
、
0
5
8
円
）
 

子
3
人
の
場
合
 
3
人
目
か
ら
1
人
2
4
、
0
0
0
円
 

（月
額
2
、
0
0
0
円
）
を
加
算
 

⑥年 金 額 

下
水
道
工
事
に

伴
、
2
父
通
規
制
解
除
 

(
4
）
母
子
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
妻
が
、
夫
と
死
別
し
て
母

子
家
庭
に
な
っ
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

＠
受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
夫
と
死
別
し
た
と
き
十

八
歳
未
満
の
子
を
養
っ
て
い

る
と
き
。
（
2
級
以
上
の
障
害

の
子
の
場
合
は
、
二
十
歳
未
 

満
）
 

②
妻
の
保
険
料
を
納
め
て
 

い
る
状
況
が
、
次
の
ど
れ
か
 

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。
 

①
最
近
の
一
年
間
の
保
険

料
を
す
べ
て
納
め
て
い
る
こ

と
。
 

①
最
近
の
三
年
間
の
保
険
 

市
で
は
、
下
水
道
幹
線
第
一

号
（
錦
町
ー
岩
木
町
廿
図
参
照
 

ー
）
の
管
き
ょ
工
事
を
七
月
十

日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の

予
定
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て

工
事
も
順
調
に
進
み
、
十
二
月
 

十
二
月
十
日
は
、
 
「人
権
デ
 

ー
」
で
す
。
 

「人
権
の
共
存
…
互
い
に
相

手
の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な

人
間
関
係
を

つ
く
ろ
う
…
」
を

強
調
テ
ー
マ
と
し
た
、
 
「
第
三
 

料
を
納
め
て
い
る
か
、
ま
た

は
免
除
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
 

⑦
保
険
料
を
納
め
た
期
間

が
十
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
 

ー
な
ど
。
 

一
日
か
ら
交
通
規
制

（
一
方
通

行
及
び

一
部
通
行
止
）
を
解
除

し
、
正
規
の
通
行
と
な
り
ま
す
。
 

長
期
間
に
わ
た
っ
て
変
則
通

行
と
な
り
、

い
ろ
い
ろ
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
下
水
道
事
業
に
理
解
と
ご

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

十
三
回
人
権
週
間
」
が
十
二
月
 

四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
は
 

人
権
擁
護
委
員
へ
 

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
 

＠
母
子
加
算
 

夫
が
亡
く
な
っ
て
、
他
の

年
金
制
度
か
ら
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
妻
に
加
算
さ

れ
る
も
の
で
、
そ
の
額
は
十

八
万
円
（
月
額
一
万
五
千
円
 

）
で
す
。
 
 

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
人

権
に
関
す
る
心
配
ご
と
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
青
森

地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
へ

ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
相
談
事
項
 

〇
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
場
 

ム
ロ
 〇

結
婚
、
離
婚
、
相
続
な
ど

家
事
問
題
 

〇
借
地
、
借
家
、
土
地
、
金

銭
貸
借
、
交
通
事
故
問
題
 

〇
隣
り
近
所
と
の
も
め
ご
と

な
ど
 

人
権
相
談
所
を

開
設
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
八
日
（
火
 

）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
七
和
 

ロ
講
演
 

（午
後
一
時
か
ら
 

）
五
所
川
原
法
務
支
局
長
 

四
月
か
ら
十
二
月
分
ま
で
の

保
険
料
は
、
も
う
納
め
ま
し
た

か
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は

早
め
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま

す
と
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た

と
き
に
、
障
害
年
金
や
母
子
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
将
来
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 
 

ロ
演
題
 

「
か
な
文
字
の
 

鑑
賞
」
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
 

の
う
え
お
い
で
下
さ
い
。
 

「
商
業近
代
化
地
域
 

計
画
」
 
を
策定
中
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

る

商
業
近
代
化
地
域
計
画
は
、
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て

各
種
調
査
も
無
事
終
わ
り
、
 

作
業
も
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
 

「商
業
近
代
化
地
域
計
画

事
業
」
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
市
民
に
ご
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
こ
の
ほ
ど
商
業

近
代
化
特
集
口万
（
第
二
回
）
 

を
発
行
し
ま
し
た
。
 

ご
一
誌
願
い
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
対
し

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
早
め
に
納
め

ま
じ
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

に
し
な
い
で
、
必
ず
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
保
険
料
免
除
の
申
し

出
を
し
て
下
さ
い
。
 

拠
出
制
の
年
金
と
受
け
ら
れ
る
要
件
 

第
3
3回
人
権
週
間
諸
器
肋
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
 



丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生

み
育
て
る
た

め
、
ま
た
安

心
し
て
お
産

の
準
備
が
で

き
る
よ
う
、
 

五
所
川
原
保

健
所
で
は
次

の
日
程
で
 
「
 

母
親
学
級
」
 

を
開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
時
間

・
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
 

十
五
分
か
ら
五
所
川
原
保
 

健
所
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
 

「母親学級」を開設 
丈夫な赤ちゃんを 

猟銃の事故をなくそう 

銃の保管は十分に 

で明るfJお正月を 
け合い運動」にご協力を 

1日～25日 

ソ
 

友会の方々の協力を得ながら、狩猟期間中きびしい指導と取 

締りを行うことになりますが、安全な狩猟はハンターひとり 

ひとりの自覚と責任がものをいいます。 

ハンターの皆さんは次のことを守って事件や事故のない楽 

しい狩猟をするようにして下さい。 

〇銃にタマを装てんしておかないこと。 

（不必要なときタマを装てんしておくから暴発して大きな 

事故になる。） 

〇矢先の確認をすること。 

（猟野の地形、農作業員の有無、仲間の位置など安全を確 

認する。） 

~ 〇跳弾が出るものに撃たないことn 

、 	（氷、水面、竹林、石などはタマが跳ねることに注意） 

〇人家や道路の方向には発射しないこと。 

0お互いの存在を確認し合うこと。 

(2 人以上で狩猟するときは声をかけ合ってお互いの位置 

を確かめる。） 

〇銃やタマは自動車に放置しないこと。 

〇狩猟が終わったら直ちに自宅に帰り、すぐ猟銃はガンロッ 

カーに、タマは装弾口ッカーに保管すること。 

（五所川原警察署） 

県や猟 

11月15日から狩猟が解禁に

なり、ハンターがいっせいに

狩猟をはじめます。 

例年、この時期に猟銃によ

る事件や事故が多発します。 

本県では、昨年の狩猟期間

中に 2 件の狩猟事故が発生し 

1人が重傷を負ったほか、法

令違反で検挙された人は32人もいました。 

警察は、こうした事件、事故の絶無を期するため、 

昭和56年（1981年）12月 1日 	 広報ごしょがわら 

市
で
は
、
冬

期
間
の
交
通
確

保
と
市
民
生
活

の
安
定
を
図
る

た
め
、
十
二
月

一
日
か
ら
 
「
除

排
雪
本
部
（
本

部
長

・
高
橋
助

役
）
」
を
設
け
、
 

除
排
雪
作
業
を
 
 

行
い
ま
す
。
 

市
の
五
十
六
年
度
の
除
排
雪

路
線
は
、
県
道
の
協
力
路
線
を

含
め
て
総
延
長
が
約
二
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
見
込
み
で

す
。
 

こ
れ
を
市
の
直
営
と
委
託
の

工
区
に
分
け
、
除
排
雪
機
械
を

フ
ル
出
動
さ
せ
、
生
活
道
路
の

確
保
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
 

除
排
雪
に
関
す
る
こ
と
は
直

接
、
除
排
雪
本
部
（
旧
五
所
川
 

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
を

納
め
て
お
り
ま
す
か
。
 

若
い
う
ち
に
保
険
料
を
多
く

納
め
て
、
将
来
、
よ
り
高
い
年

金
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
 
 

原
警
察
署
跡
・
市
内
新
町
三
二
一

の
一
）
に電
話
（
廿
⑩
二
九

一
一

番

・
⑩
三

一
六
八
番
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
電
話
が
ふ

さ
が
れ
て
い
る
場
合
は
、
市
建

設
課
（
云
⑩
二
一
一
一
番
・
内

線
二
二
二
番

二
「
一
三
番
）
へ

ご
連
絡
下
さ

い
。
 

人
は
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
付
加
年
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、
 ー
カ

月
四
百
円
で
、
定
額
保
険
料
を
 
 

納
め
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
額

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
 

定
額
保
険
料

の
ほ
か
に
付
加
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人
は
、

そ

の
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
一
定

の
額
が
上
積
み
さ
れ
た
高
い

年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

が
早
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
有
利
に

な
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

「
除排
雪
本
部
」
を
設置
 

市
道

（
生
活
路
線

）
確
保
に

全
力
 

国
民
年
金
の
付加
保
険
料
を
納
め
よ
う
 



みんなそろっ 
「歳末たす 

12月 

冷
害
に
よ
る
市
税
の
減
免
実
施
 

市
で
は
、
今
年
の
冷
ま
に
よ
る
市
税
の
減
免
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

対
象
に
な
る
方
は
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
減
免
対
象
者
 
農
作
物
の
被
害
が
三
〇
％
を
超
え
、
前
 

年
中
の
所
得
が
四
百
万
円
以
下
の
方
で
、
農
業
所
得
以
外
の
 

所
得
が
百
六
十
万
円
を
超
え
な
い
方
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
減
免
の
割
合
 

最
低
二
〇
％
か
ら
最
高

一
〇
〇
％
ま
で
 

ロ
税
目

・
期
別
及
び
添
付
書
類
 

市

（
県
）
民
税
 
四
期
分
 

国
民
健
康
保
険
税
 
三
期
、
四
期
分
 

農
業
共
済
組
合
発
行
の
被
害
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

対
象
者
は

申
請
を
 

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
 

今
年
も
恒
例
の
 
「
工
業
統
計調

査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
の
 

調
査
の
た
め
、
 

年
末
年
始
の
お
 

忙
し
い
中
を
調
 

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
ご

協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま

す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
製
造
業
の
実

態
や
製
造
活

動
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
る
ほ

か
、
調
査
の
デ

ー
タ
は
各
種
製

品
の
生
産
・
販
売
プ

ラ
ン
を
お
 

立
て
に
な
る
場
合
の
参
考
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
た
と
え
ば
都

市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
資
料

と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
 

民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ

と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ
 

い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査〕
 
従
業
員
三
十
人

以
上
の
事
業
所
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
 

〔
乙調
査
〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
調
べ
る
 

も
の
で
す
。
 

〔
丙
調
査〕
 
製
造
業

に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
 

た
だ
し
、
昭
和
五
十
六
年
調

査
に
お

い
て
は
、
製
造
業
に
属

す
る
事
業
所

の
う
ち
従
業
員
三

人
以
下
の
事
業
所
の
一
部
を
乙
 

調
査
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。
 

た
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
原
材

料
お
よ
び
燃
料
使
用
額
、
製
造

品
出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投

資
総
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
ご
不
明
 

の
点
は
、
市
総
 

務
課
企
画
室
（
 

廿
⑩
二
一
 
一
 
一
 

番
・
内
線
三
「
八
ー
三
一
九
番
 

）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

「
赤
い羽
根
号
」
に
 

放
 
送
 
設
 
備
 

県
共
同
募
金
会
か

ら
寄
贈
に

な
っ
た
 
「赤
い
羽
根
号
」
 
に
、
 

こ
の
ほ
ど
放
送
器
具
一
式
が
設

置
さ
れ
（
利
用
価
値
が

一
段
と
 

す
。
 

ロ
十
二
月
九
日
（
水
）
 

テ
ー
マ
 
「妊
娠
の
よ
ろ
こ

び
」
 

ロ
十
二
月
二
十
三
日
（
 

水
）
 
「妊
娠
中
の
生
活
」
 

ロ
一
月
十
三
日
（
水
）
 

テ
ー
マ
 
「出
産
」
 

ロ
一
月
二
十
七
日
（
水
 

）
 
テ
ー
マ
 
「
赤
ち
ゃん

保
育
」
 

高
ま
、っ
て
い
ま
す
。
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
等
に
ご

利
用
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
財
団
法
人
車
両
競

技
公
益
資
金
記
念
財
団
か
ら
の

二
十
万
円
の
助
成
金
で
購
入
し

た
も
の
で
す
。
 

『
 

 

製
造
業

を
営
む

皆
さ

ん
 

「
工
業
統
計
調

査
」
に
ご

協
力
を
 

市立図書館 ーご利用下さい 
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1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導tHいます 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和56年 8 月
生まれの乳児 

12月 8 H 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和56年 5 月
生まれの乳児 

12月15日 

1
6
 

日
？
 
歳
児
 

カ
  

昭和55年 6 月
生まれの乳児 

12月22日 

ます。該当する赤ちゃんには受診させるようにし 

て下さい。 

ロ受 付 時 間 午後 0時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

ス
リ
ッ
プ
の
危
険
が
あ

る
場
所
で
は
、

あ
ら
か
じ
め
速

度
を
減
速
す
る
と
と
も
に
、

急

ブ
レ
ー
キ
の
使
用
と
急
激
な

ハ

ン
ド
ル
操
作
を
し
な
い
こ
と
。
 

速
度
の
変
化
が
あ
り
す

ぎ
る
と
、
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
 

社
会
保
険
庁
は
、

十
月
か
ら

十

一
月
に
か
け
て
の
国
民
年
金

普
及
推
進
月
間
に
、
年
金
事
業

の
発
展
に
尽
く
し
た
市
町
村
、
 

民
間
組
織
を
表
彰
し
て
い
ま
す

が
、
広
田
国
民
年
金
納
入
組
合
 

年
賀
状
の
引
き

受
け
は
、
十

二
月
十
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

元
日
に
届
く
よ
う
に
、
遅
く
と

も
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
お
出

し
下
さ
い
。
 

〇
あ
て
名
は

ハ
ッ
キ
リ
と

年
賀
状
が
“
迷
い
子
”
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
あ
て
名
（

マ

ン
シ
ョ
ン

・
ア
パ
ー
ト
は
棟
、
 

室
番
号
ま
で
）
は
正
確
に

ハ
ッ
 
 

な
る
の
で
、
 
一
定
の
速
度
で
走

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

三
、
横
す
べ
り
や
、

ハ
ン
ド

ル
を
と
ら
れ
た
と
き
は
、

エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
併
用
し
な
が

ら
、
す
べ
っ
た
方
向
に
静
か
に

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
す
べ
り
を
 

（成
田
し
ん
組
合
長
）
が
市
内

で
は
初
め
て
の
長
官
賞
を
受
け

十

一
月
十
七
日
、
寺
田
市
長
か

ら
成
田
組
合
長
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
納
入
組
合
で
は
、
過
去
三
 

キ
リ
と
、
ま
た
、
お
f
さ
ま
あ

て
の
場
合
は
「
〇
〇
様
方
」
と

肩
書
き
し
ま
し
ょ
う
。
郵
便
番

号
も
お
忘
れ
な
く
。
 

o
赤
で
年
賀
の
表
示
を
 

私
製
は
が
き
と
か
、
お
年
玉

つ
き
以
外
の
年
賀
状
は
、
普
通

の
郵
便
物
と
間
違
い
な
い
よ
う

表
面
に

「年
賀
」
と
朱
書
し
て

下
さ

い
。
 
 

止
め
て
か
ら
正

常
に
戻
す
こ
と
。
 

四
、
雪
道
で

は
通
常
の
三
倍
 

か
ら
六
倍
の
停
止
距
離
を
必
要

と
す
る
の
で
、
十
分
な
余
裕
を

も
っ
て
制
動
す
る
こ

と
。
 

五
、
雪
の
多
い
と
き
は
、
路

面
と
路
肩
の
見
分
け
が
つ
か
な

い
の
で
、
運
転
に
は
特
に
注
意

し
、
道
路
端
に
寄
り
過
ぎ
な
い
 

年
間
、
百
資
の
納
入
実
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
 

〇
区
分
け
を
し
て
 

お
出
し
の
際
は
、
「
市内
あ
て
 

」
「そ
の
他
あ
て
」
に
分
け
、
東

ね
て
お
出
し
下
さ
い
。
 

年
末
の
小
包
は
早
め
に
 

年
末
は
郵
便
物
が
混
み
合

い

ま
す
の
で
、
お
歳
暮
等
年
末
の

小
包
は
十
ニ
月
十
五
日
ま
で
に

お
出
し
下
さ
い
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 
 

よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

吹
雪
の
た
め
見
通
し
の

効
か
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
無

理
し
て
走
ら
ず
、
 
一
時
停
止
し

吹
雪
の
合
い
間
を
待
つ
こ
と
。
 

急
停
車
を
必
要
と
す
る

と
き
は
、
ギ
ア
は
そ
の
ま
ま
で

ク
ラ
ッ
チ
を
切
ら
ず
、
瞬
間
的

断
続
的
に
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
で

す
ぐ
離
す
動
作
を
繰
り
返
す
こ

と
。
 

高
橋
さ
ん
、
‘
銃
剣
道

協
会
に

五
万
円
寄
付
 

市
内
田
町
の
高
橋
嘉

一
郎
さ

ん
は
こ
の
ほ
ど
、
青
少
年
教
育

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

五
所

川
原
銃
剣
道
協
会
（
成
田
栄
一

会
長
）
に
五
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。
 

協
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
小
学

生
用
の
銃
剣
道
防
具
廿
写
真
廿

を
購
入
、
技
術
の
鍛
練
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
 

当
協
会
で
は
、
昭
和
五
十
四

年
度
か
ら
毎
年
青
少
年
銃
剣
道

教
室
を
開
い
て
お
り
、
高
橋
さ

ん
が
こ
れ
を
見
学
し
て
感
動
、
 

寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

福
祉
事
業
に

と
五
 

万
五
千
余
円
寄
付
 

淡
交
会
青
年
部
 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
青
年
部

五
所
川
原
分
会
（
平
山
裕
子
会
 
 

長
）
は
十

一
月
十
六
日
、
福
祉

事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 

市
に
五
万
五
千
五
百
六
十
七
円

を
寄
付
、
高
橋
助
役
に
託
し
ま

し
た
。
 

十
一
月
八
日
、
「
中
三
」
 
デパ
 

ー
ト
で
開
い
た
慈
善
茶
会
の
益

金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

⑥
十
二
月
十
六
日
（
水
）
 

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

新
町

・
旧
警
察
署
跡
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
五

一
中
通
り
・

東
北
電
工
構
内
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広
由
納
入
組
合
に
長
官
賞
 

三
年
間
一
〇
〇

％
の
実
績
 

年
賀
状
は

1
2月
2
0日
ま
で

に
 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 広

報

紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力

下
さ
い
 

r
 

【
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